令和５年度第３回北海道障がい者施策推進審議会意思疎通支援部会（書面開催）
議事録

１　書面開催
　（１）書面送付　　　　　令和５年（2023年）10月13日付け障福第２３６４号
（２）意見提出期限　　　令和５年（2023年）10月25日（水）
（３）書面送付先　　　　意思疎通支援部会委員　全16名
２　議題
　　「第３期北海道障がい者基本計画・第７期北海道障がい福祉計画（仮称）」の素案の作成について
３　委員からの意見等
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